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●点 鐘 
●ロータリーソング     我らの生業 
●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 
●ビジター・ゲストの紹介 
 国際ロータリー第 2630 地区  
 会員増強委員会 副委員長 
            亀井 和彦 様 
 米山記念奨学生     魏 藍天 様 
●会長の時間      会長 中田 学 
こんにちは！会長の時間

です。 

今月は国際ロータリーの

会員増強月間です。とは

言っても、今月もあと 3

日。遅い情報で申し訳あ

りませんが、この会員増

強への取り組みについて

は、今までずっと続いてきたことですし、これから

も続いていくことですので、少し話させていただ

きます。会員増強月間にあたり、ジェニファー・ジ

ョーンズ会長が次のようなメッセージを出してい

ます。会長いわく、「会員増強ですが、クラブの環

境と体験が全ての会員と参加者にとって、『歓迎的』

で、『インクルーシブ（仲間はずれにしない）』で、

『楽しい』ものであるようにすることが大切。会員

にとっての『心地よさ』と『配慮』が、会員の満足

度を高める唯一かつ最大の要因であり、会員を維

持するための最善の手段。」ということを言ってお

られます。現状、毎年１５万人程度の新入会員がロ

ータリークラブに入会しても、同じくらいの会員

が退会していくそうです。その５０パーセントが

入会 3 年未満だそうです。そういう点も踏まえて

の指摘だろうと思います。また、高橋ガバナーは、

「月信」で、「会員増強の原点は、魅力あるロータ

リアンの育成」とされており、「良い会社には、い

い社員が多く集まるのと同じで、魅力あるクラブ

には、良質な会員が多く集まってくる。それゆえ、

魅力ある会員・真のロータリアンを一人でも多く

クラブで育てなければならない。」と書かれていま

す。本当にその通りだと思います。このような会員

増強のお話しをしておいて、大変恐縮なのですが、

報告事項となりますが、会員の岡﨑壮男（もりお）

さんが、残念ながら、７月末をもって退会されまし

た。本当はロータリー活動を続けていきたいので

すが、今、お仕事が大変忙しくなってきて、上手く

時間を回せないので申し訳ないというお話でした。

これまでのロータリーでのことにすごく感謝をし

ているとのことで、多額のニコニコをいただきま

した。もしかすると、これから、皆さんや近いメン

バーそれぞれに、「退会」みたいな感じになること

があるかもしれませんが、今、この機会にそれぞれ

のお立場で、ジェニファー会長の言うように、まず

は、「楽しくて心地よい」、そして、「配慮があり歓

迎的である」そういう高山中央ロータリークラブ

のありかたといったものを思い描いて活動してい

くことが、クラブの会員増強につながっていくの

ではないかと思います。 

本日の例会は、国際ロータリー第 2630 地区 会員

増強副委員長 亀井和彦 様にお越しいただき、

会員増強について、更に掘り下げてお話いただけ

るものと思います。よろしくお願いします。 

最後になりますが、高山市内、コロナの感染が、ま

だまだ広がりをみせています。基本ルール、3密を

避けたり、マスクしたりして、自己防衛に努めてく

ださい。 

 

 

 

 

 

◆会長  中田 学   ◆幹事  二木 公太郎   ◆会報委員長 西 美紀  ◆会報担当 西 美紀 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1297 回 

53 名 53 名 40 名 ----- 75.47％ 

前々回 

1295 回 
54 名 54 名 41 名 1 名 77.78％ 
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2022～2023 年度 高山中央 RC会長テーマ 

イマジン ⇒ アクション  ～止まった時間を動かそう！～ 
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米山記念奨学生     魏 藍天 様 
 
 

 

  

 

 

 

 

●幹事報告     幹事 二木 公太郎 

◎国際ロータリー第

2630 地区ガバナー亊

務所 

 ・「第 20回記念ロ

ータリー全国囲碁大

会」のご案内          

 日時：11 月 5 日  

  （土）10：00～  

 会場：東京市ヶ谷 日本棋院本院 1階 

 ・2022-23 年度地区補助金送金のお知らせ     

  （\423,339） 

 ・地区大会 託児所開設のお知らせ 

○米山梅吉記念館より 

 ・館報 秋号 

 ・秋季例祭のご案内 

 ・賛助会ご入会のお願い 

●会員増強委員会  委員長 前越 路子 
本日は、会員増強委員会

の例会で、地区会員増強

委員会副委員長の亀井様

に「会員増強について」お

話して頂きます。よろし

くお願いします。 

 

 

●地区会員増強委員会   

       副委員長 亀井 和彦 様 
皆様こんにちは、本日は

よろしくお願い致します。

資料を見ながらお聞きく

ださい。 

委員会として、1人が 1人

の会員を誘おうというテー

マ掲げています。そうすれ

ば、ＲＣも簡単に倍に増え

るという事ですが、昨年は

会員数 3100 名で女性比率を 8 パーセントと目標を挙

ましたが、惜しくも 3000 名を切った所で今期スタート

にとなりました。世界のＲＣの会員は 117 万 2855 人。

男性 74.5％、女性 25％で、女性比率が非常に高いで

す。地区では、会員数 2992 人、男性 94％、女性 176

人 5.88％、それを上回る 8％を目標としています。高

山中央ＲＣは 7月 31日現在 53名、男性 50名、女性

3名、女性比率 5.66％で、地区の 5.88％とほぼ同じで

すが、8％目指して頑張っていただきたいと思います。

年齢構成は、40代 9、50代 12、60代 19、70代 13人

80代は 0で、平均年齢が 61.9歳です。地区平均と同

じです。可児ＲＣは会員数 35 名で女性 1 で、女性比

率 2.86％、地区目標数 5.88％をかなり下回っていい

ます。年齢構成は、40代 9、50代 12、60代 13、70代

1 人で、80 代と 40 代未満が 0 で平均年齢が 55.9 歳

で、地区の中では年齢の若いクラブになっています。

なぜ会員増強が必要なのか？人との出会いは人生

で最も重要で、多くの学びにより、自己研鑽の場とな

る。また、親睦・奉仕を通じて地域との繋がりができる。

会員基盤の充実は多くの親睦奉仕に繋がる。会員増

強はクラブの存続のために改造は必要です。DEI と

は、多様で公平で誰をも排除しない全てを含んだ、直

訳するとそうなります。色々な方が入らないと、色々な

考えのクラブにならないので、色々な考え方、色々な

奉仕にも対応できない。多様性は 1つのキーワードで

す。Equity は公平性という意味です。色々な方が入っ

ても公平に扱うという事ではなく、色々な人が一緒に

相互に関わり合うという事です。Inclusion は包括する

という意味で、実際この図のようにどんな方も同じ台

に上らせるのは平等です。公平、Equity とは、背の低

い方ほど、高い台に上っていただく、奉仕が必要な方

に対し多くの奉仕をするという公平性が必要だと考え

ます。DEIは多様 Inclusion全てを含んだ、誰も排除し

ないというものです。図の 1 番左側は全て同じです。

その中に女性が入り、若い方が入ると真ん中の図に

なります。それが多様性な状態です。色々な方が考え

を出し、能力も出し合える活性化した状態。インクル

ーシブな状態が 1番右の図になり、こういったクラブに

することを目標にしています。DEI を推進すると様々

な人が集まり、相互に関わることで多く異なる意見が

出ます。そうした中で様々な活動に目を向けることが

でき、今まで気づかなかった支援や奉仕ができる。そ

うすることで、地域に認められ、クラブの活性化につな

がるということです。メンバー間の障壁を取り除くこと

により一体感が生まれ、増強に繋がります。単に会員

数の増ではなく、辞めない会員を作る事で、クラブの

基礎体力が増し、魅力ができ、RC の知名度がさらに

上がり、クラブにとって良いことがたくさん起こります。

魅力のあるクラブには魅力のある会員が集まります。

魅力のある会員が集まれば、魅力のあるクラブ経営

が成り立ちます。そしてどんどん相乗効果で良い方に

行くというのがDEIの考え方です。まず会員増強は会

長が先頭に立ってください、トップが動かないと会員も

動かない、クラブ、ロータリー存続の為にＲＩ最重要事
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項である会員増強の先頭に立って下さい。会員増強

は、危機感を感じ、今後自分のクラブの年齢比率がど

うなっていくのか、若い会員がいるのか？地域を担っ

ていくメンバーが育っていくか？色々考えていく上で、

今増やす意味は、5 年後 10 年後に繋がってきます。

そういうビジョンをしっかり持ち、クラブで今期は何人

増やす。その中の若い方は何名、女性は何名、といっ

た、具体的ビジョンが必要です。特に女性会員、４０歳

未満の若年会員増強に注力してください。親睦を深め、

退会防止を第一に会員同士の融和と対話の時間を

増やし打ち解けてフレンドシップを作っていくことが大

事です。そして、必ず年に 1 回はオープン会を行って

下さい。友人や知人を例会に招待し一緒に食事をし

て RC の活動を体験していただくことが非常に重要で

す。クラブの会員増強委員長さんにお願いです。女性

会員を含む純増 1 名以上の増強を毎年お願いします。

会員増強活動中に衛星クラブの候補者も考え、RCは

8 名必要ですが、衛星クラブは、何人からでも作れ、

年会費も不要です。ロータリアンの予備軍からロータ

リアンになっていただく方法もあります。委員会は 5名

で組織し、常に被推薦者のリストを共有し、ロータリー

に対する入会意識の高さを図り、早めにアプローチを

してお試しで参加していだだくという方法もあります。

委員長、会長、幹事と連携し退会防止につなげるとい

うことで、親睦が非常にロータリーでは重要と思いま

す。ロータリーの木は職業奉仕が幹となります。その

職業奉仕の幹を太くして、いろんな奉仕につなげてい

くということです。まず自分自身がこの奉仕の理想を

実践者となり、自分が幸せになることが大事です。そ

の幸せを実証し、周りの方に幸せになっていただくた

めに、ロータリアンとして一緒に共に奉仕する仲間を

作るという考え方が必要です。2630 地区の会員増強

委員会のテーマは、1 人が 1 人の会員を誘おうという

ことです。本気になって仲間を増やそうという思いが

非常に大切です。増強の意識を常に持って、未来の

高山中央ロータリークラブの 10 年後、20 年後、30 年

後を見据え、会員を増やして行っていただきたいと思

います。写真４人、この 4 人のロータリアンから今の

117 万人を超えるロータリアンになりました。1 人が 1

人を誘うことはとても簡単なことだと思いますので、今

後ともよろしくお願いいたします。ご清聴ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

   
 

 本日はよろしくお願い致します。 

  国際ロータリー第2630地区 会員増強委員会 

    副委員長  亀井 和彦（可児 RC） 様 

 地区会員増強員会副委員長 亀井 和彦様のご 

 来訪を心より歓迎申し上げます。  

                役員理事一同 

 先日の例会は腰痛のため休んでしましました。

本当は同時に発症した痛風がひどくて歩けませ

んでした。皆様の健康を祈念してわずかですが 

 ニコニコへ。           中屋 出 

 先日は妻の誕生日に素敵な花束を頂きありがと 

 うございました。また、35,000 人もの無関心な 

 市民がどうにかなりますように‥‥との願いを  

 込めてニコニコへ。       今井 哲也 

 益田 大輔君の健闘を称して。お疲れ様でした。 

                二木 公太郎 

 熱い熱い高山の陣が終わりました。益田先生の

生き方には頭が下がります。今回は残念でした

がいつまでも応援しています。頑張って下さい。 

                  周 信夫 

 ありがとうございました。大変勉強になりまし

た。ご高配に感謝致します。   益田 大輔 

 

 8 月 1 日残念ながら納涼例会は中止になりまし

たが、有志 19名にてゆかた会を行いました。

久しぶりにお酒を酌み交わせたことに感謝して

ニコニコへ。      ゆかた会 有志一同 

 

  

 

 

 

 

 ～7 月 31 日をもって退会された岡﨑壮男さんより～ 

 私のようなものを入会させて頂き、また 20 年数カ月の間、高山中央 RCの一員として接して下さり本

当にありがとうございました。色々と勉強させて頂き、感謝申し上げます。高山中央ロータリーク

ラブの益々の発展と会員の皆様のご健勝を祈念してニコニコに寄付します。本当にありがとうござ

いました。 

 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


